
恐
ろ
し
い
形
相
の
仮
面
を
着
け
た
な
ま
は
げ
が

大
み
そ
か
に
家
々
を
訪
ね
歩
く

神
事
で
知
ら
れ
る
男
鹿
市
。

急
速
な
人
口
減
少
に
よ
る

地
域
存
続
の
危
機
感
が
人
を
動
か
し
、

ま
ち
に
は
前
向
き
な
流
れ
が
生
ま
れ
て
い
る
。

地域の底力───秋田県男鹿市
利
他
の
精
神
に
根
差
し
た

官
民
の
取
り
組
み
が

あ
ら
た
な
風
を
吹
か
せ
る

男鹿各地のなまはげ神事で実際に使われていた個
性豊かな面。なまはげが鬼ではなく来訪神であるこ
とに改めて気付かされる。背景は田園風景の向こう
に望む寒

かんぷうざん

風山。標高355メートルの頂上からはな
まはげゆかりの秀峰真

しん

山
ざん

や半島突端の入
にゅうどうざき

道崎をう
かがうことができる。

取
材
・
文 

山
内
史
子

写
真 

野
瀬
勝
一
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二
〇
一
八
年
に
男
鹿
市
の
中
心
地

に
も
近
い
船ふ

な
が
わ川

港
に
複
合
観
光
施
設

道
の
駅
お
が
・
な
ま
は
げ
の
里
オ
ガ
ー

レ
が
完
成
し
、
同
時
に
Ｊ
Ｒ
男
鹿
駅

の
新
駅
舎
が
開
業
。
男
鹿
市
の
表
玄

関
と
し
て
、
男
鹿
駅
周
辺
エ
リ
ア
の

整
備
が
進
ん
だ
。

最
近
で
は
、
役
割
を
終
え
た
施
設

を
再
活
用
す
る
形
で
、
複
数
の
新
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
旧
船
川

南
小
学
校
の
敷
地
を
活
用
し
て
、
秋

田
県
立
男
鹿
海
洋
高
等
学
校
実
習
棟

内
に
洋
上
風
力
発
電
の
総
合
訓
練
セ

ン
タ
ー
「
風
と
海
の
学
校 

あ
き
た
」

が
開
所
し
た
ほ
か
、
市
の
温
泉
施
設

の
跡
地
で
は
地
元
水
産
業
者
が
通
信

大
手
と
共
同
で
陸
上
養
殖
事
業
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。
旧
小
学
校
跡
地

人
口
減
少
の
課
題
を�

抱
え
る
地
域
に�

続
々
と
生
ま
れ
る
新
事
業

秋
田
県
西
部
、
日
本
海
に
突
き
出

た
男
鹿
半
島
の
ほ
ぼ
全
域
に
男
鹿
市

が
あ
る
。
地
域
の
歴
史
は
古
く
、
市

内
に
は
中
世
築
と
さ
れ
る
脇
本
城
跡

が
残
る
。
江
戸
期
に
は
北
前
船
の
日

本
海
交
易
の
拠
点
と
し
て
も
栄
え
た
。

主
要
産
業
は
米
を
中
心
と
し
た
農

業
と
水
産
業
、
そ
し
て
観
光
業
。
男

鹿
半
島
は
断
崖
や
岩
礁
が
多
い
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
で
知
ら
れ
、
一
帯

は
地
球
科
学
的
に
価
値
を
持
つ
遺
産

と
し
て
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
全
国
的
な
知

名
度
が
高
い
の
は
男
鹿
の
象
徴
と
も

い
え
る
な
ま
は
げ
だ
。
地
区
ご
と
に

異
な
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
を
着
け
た

な
ま
は
げ
が
家
々
を
訪
ね
歩
く
大
み

そ
か
の
神
事
は
、
二
〇
一
八
年
に
「
仮

面
・
仮
装
の
神
々
」
の
一
つ
と
し
て

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
。
信
仰
の
山 

真し
ん

山ざ
ん

の
ふ
も
と
に

あ
る
な
ま
は
げ
館
や
隣
接
す
る
男
鹿

真
山
伝
承
館
で
は
、
観
光
客
も
手
軽

に
神
事
を
体
験
で
き
る
。

一
方
で
人
口
減
少
率
は
、
全
国
で

最
も
高
い
秋
田
県
の
中
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
。
ピ
ー
ク
時
に
六
万
人

を
数
え
た
人
口
は
、
最
近
で
は
約

二
万
三
〇
〇
〇
人
に
ま
で
減
少
し

た
。
県
庁
職
員
か
ら
家
業
の
経
営
、

県
議
会
議
員
を
経
て
二
〇
一
七
年
か

ら
現
職
を
務
め
る
市
長
の
菅
原
広
二

氏
は
現
状
を
話
す
。

「
男
鹿
市
は
美
し
い
自
然
の
景
観
、

お
い
し
い
水
、
大
地
や
海
の
幸
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
よ
そ
の
人
に
、『
男

鹿
っ
て
い
い
と
こ
だ
べ
』
と
語
る
ほ

ど
住
民
の
地
元
愛
は
深
い
。
と
は
い

え
、
地
域
の
高
齢
化
や
人
口
流
出
の

流
れ
は
止
ま
ら
ず
、
ま
ち
の
活
気
は

次
第
に
失
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
こ

こ
数
年
、
男
鹿
市
に
は
い
い
風
が
吹

い
て
い
ま
す
」

の
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス
工
場
も
近
く
本
稼

働
し
、
地
元
に
雇
用
を
生
む
。
こ
の

背
景
に
は
、
市
の
積
極
的
な
企
業
誘

致
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
あ
る
と
菅
原

市
長
は
語
る
。

「
男
鹿
市
内
の
こ
と
は
全
て
私
た
ち

に
責
任
が
あ
る
と
い
う
意
気
込
み
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
た
と
え
国
や

県
の
事
業
や
施
設
で
あ
っ
て
も
、
人

任
せ
に
は
し
ま
せ
ん
。
市
の
財
源
は

限
ら
れ
ま
す
が
、
国
や
県
と
の
橋
渡

し
役
か
ら
地
域
住
民
へ
の
対
応
ま
で
、

市
役
所
の
職
員
が
全
力
を
尽
く
し
て

「財源がない分、役所の職員が全力で動いてくれ
ています。その結果、多くの企業が男鹿に関心を
寄せ、新事業が始まっています」と、市長の菅原
広二氏は最近の変化に期待を寄せる。

男
鹿
駅
～
秋
田
駅
間
を
走
る
男
鹿
な
ま
は
げ
ラ
イ

ン
。
車
両
は
、な
ま
は
げ
面
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
赤
、

青
で
彩
ら
れ
る
。
大
容
量
蓄
電
池
を
搭
載
し
て
い

る
た
め
、架
線
の
な
い
ル
ー
ト
で
も
環
境
に
負
荷
を

か
け
ず
に
運
行
で
き
る
。

洋上風力発電や海事産業における人材開発を目
指す総合訓練センター「風と海の学校 あきた」は
2024年5月に開所。

（写真提供：秋田オフショアトレーニングセンター株式会社）

男鹿市の玄関口となる東端近くに立つ、高さ15メートル
のなまはげ立像。ほか市内では、大小のなまはげ像が多
数見られる。例年2月に真山神社で行われる「なまはげ
柴
せ ど

灯まつり」は国内外から多くの観光客を集める。



1111 NICHIGIN 2025 NO.83

き
ま
し
た
。
役
所
全
体
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
あ
り
、
所
属
に
関
わ

ら
ず
全
員
が
連
携
し
て
市
の
営
業
を

担
お
う
と
、職
員
に
は
訴
え
て
い
ま
す
」

若
い
世
代
の�

受
け
皿
を
目
指
す�

あ
た
ら
し
い
農
業
の
形

地
域
存
続
の
危
機
感
は
民
間
に
も

あ
り
、
各
方
面
で
ま
ち
の
未
来
を
思

う
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
見
ら
れ
る
。
男
鹿

メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
代
表
取
締
役
の
吉
田

洋
平
氏
の
取
り
組
み
も
そ
の
一
つ
だ
。

吉
田
氏
は
、
二
〇
一
四
年
に
秋
田

県
が
立
ち
上
げ
た
支
援
事
業
で
、
若

い
世
代
の
新
規
就
農
、
米
か
ら
園
芸

品
目
栽
培
へ
の
転
換
、
農
業
の
ス
マ
ー

ト
化
な
ど
を
目
指
す
男
鹿
潟か

た

上が
み

地
区

園
芸
メ
ガ
団
地
の
代
表
も
務
め
る
。

ほ
か
の
農
業
法
人
と
大
型
機
械
を
共

同
で
利
用
し
、
現
在
約
四
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
農
地
で
約
五
〇
種
類
の
菊
を
栽

培
す
る
。
花
き
は
メ
ロ
ン
や
和
梨
、

ネ
ギ
と
並
ぶ
、
男
鹿
の
実
り
だ
。

「
菊
栽
培
は
父
の
代
か
ら
で
、
私
が

就
農
し
た
と
き
は
全
て
が
手
作
業
で

し
た
。
体
は
き
つ
い
し
時
間
も
要
し

ま
す
が
、
収
入
は
そ
れ
に
見
合
わ
な

い
。
県
内
全
域
に
か
け
ら
れ
た
メ
ガ

団
地
構
想
の
募
集
は
、
機
械
化
な
ど

生
産
性
向
上
へ
の
転
換
を
考
え
て
い

た
自
分
の
思
い
と
一
致
し
て
い
た
た

め
手
を
挙
げ
ま
し
た
」

メ
ガ
団
地
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
苗

を
植
え
る
畝
作
り
か
ら
定

植
、
選
花
ま
で
最
新
機

器
を
導
入
。
夜
間
、
赤

色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
自
動
で

農
地
に
当
て
る
開
花
調
整

も
、
約
一
〇
年
の
試
験
期

間
を
経
て
実
用
化
し
た
。

二
〇
二
五
年
に
は
選
花
場

と
出
荷
調
整
用
の
予
冷
施
設
を
あ
ら

た
に
設
け
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

を
含
め
て
約
一
〇
人
が
働
く
。
繁
忙

期
に
は
、
隣
接
す
る
大
潟
村
に
あ
る

秋
田
県
立
大
学
大
潟
キ
ャ
ン
パ
ス
で

農
業
を
学
ぶ
学
生
に
も
手
伝
っ
て
も

ら
う
。

「
真
夏
に
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら

の
仕
事
は
、
長
く
続
け
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
働
く
環
境
を
い

か
に
整
え
る
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
農

業
に
は
必
要
で
す
。
学
生
た
ち
に
は

大
規
模
化
や
ス
マ
ー
ト
化
を
果
た
し

た
現
場
で
、
よ
り
深
く
農
業
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
も

あ
り
ま
す
」

吉
田
氏
は
二
〇
二
二
年
か
ら
、
菊

栽
培
に
従
事
し
な
が
ら
男
鹿
市
の
市

議
会
議
員
も
務
め
る
。

「
自
分
の
同
級
生
を
含
め
、
世
代

夜間に照明を当てて開花時期を調整する電照菊は、赤の
波長が効果的。白熱電球より消費電力が小さい赤色LED
が主流になっている。　　（写真提供：男鹿メガファーム）

「人口が少ない秋田県では大消費地への出荷を想定した
経営が適していると自分では思っています」と話す、男
鹿メガファームの吉田洋平氏。

滝
たき

の頭
がしら

湧水は、男鹿半島・大潟ジオパー
クのジオサイトの一つ。男鹿市に豊か
な水を供給する水源地で、1日約2.5万
トンの地下水が湧く。
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ク
リ
ー
ン
な
環
境
で
就
業
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
持
ち
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
」

自
社
米
を
飼
料
と
し
、
配
合
飼
料

に
は
消
化
を
助
け
る
稲
わ
ら
を
混
ぜ
、

牛
の
ふ
ん
は
堆
肥
に
。
こ
う
し
た
循

環
型
農
法
は
、
祖
父
の
時
代
か
ら
ご

く
当
た
り
前
に
受
け
継
が
れ
て
き
た

と
い
う
。

健
や
か
に
育
ま
れ
た
牛
は
、

二
〇
二
四
年
に
秋
田
牛
の
品
質
を
競

う
県
の
共
励
会
で
最
高
位
の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
賞
に
輝
く
な
ど
、
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。
中
で
も
厳
選
し
た
上

質
な
肉
は
、
商
標
登
録
し
た
自
社
ブ

ラ
ン
ド
「
和
牛
な
ま
は
げ
」
と
し
て

販
売
。
地
元
の
飲
食
店
や
宿
泊
施
設

な
ど
で
提
供
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
最

近
は
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
採
用
さ

れ
、
あ
ら
た
な
特
産
品
と
し
て
期
待

に
関
わ
り
な
く
多
く
の
若
者
が
地
元

を
離
れ
て
い
く
現
状
を
何
と
か
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
最
近
は
企
業
の

進
出
な
ど
ま
ち
に
進
展
が
見
ら
れ
ま

す
が
、
地
域
に
若
者
を
呼
ぶ
施
策
は

今
後
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
農
業
も
生
産
性
を
上
げ
、

雇
用
の
受
け
皿
に
な
れ
る
よ
う
、
状

況
を
変
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

畜
産
業
の
常
識
を
変
え�

品
質
向
上
さ
せ
た�

ス
マ
ー
ト
化

畜
産
業
で
は
黒
毛
和
牛 

秋
田
牛
を

飼
育
す
る
大
進
農
場
が
、
ス
マ
ー
ト

化
に
よ
り
事
業
を
拡
大
し
て
い
る
。

代
表
を
務
め
る
父
の
進
藤
俊
人
氏
が

稲
作
部
門
を
、
自
身
は
畜
産
部
門
を

担
う
と
語
る
の
は
専
務
理
事
の
進
藤

俊
之
介
氏
だ
。

進
藤
氏
が
家
業
に
携
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
二
〇
一
二
年
当
時
は
約
五
〇

頭
の
牛
を
家
族
で
飼
育
し
て
い
た
。

二
〇
二
〇
年
に
農
林
水
産
省
の
畜
産

ク
ラ
ス
タ
ー
関
連
事
業
に
採
択
さ

れ
、
牛
舎
二
棟
を
新
築
し
て
牛
を

四
〇
〇
頭
ま
で
増
や
し
た
。
牛
舎
に

は
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
給
餌
・

給
水
、
さ
ら
に
は
消
毒
液
の
ミ
ス
ト

噴
霧
を
自
動
化
。
牛
の
首
に
か
け
た

感
知
セ
ン
サ
ー
で
体
調
や
行
動
の
全

て
を
個
別
に
捕
捉
。
カ
メ
ラ
の
映
像

と
と
も
に
、
牛
舎
内
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
確
認
で
き
る
。

「
以
前
の
給
餌
は
全
て
手
作
業
で
、

朝
夕
、
各
二
時
間
半
を
費
や
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
手
間
が
な
く
な
っ
た

分
、
頭
数
が
増
え
て
も
牛
の
状
態
を

き
ち
ん
と
見
て
回
れ
る
よ
う
に
な
り
、

結
果
的
に
病
気
の
発
生
や
事
故
率
が

低
下
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
う
労
力

も
軽
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
牛
の
食

事
は
回
数
を
分
け
る
の
が
理
想
な
の

で
す
が
、
夜
中
で
も
自
動
で
給
餌
が

で
き
る
の
で
、
約
三
〇
カ
月
要
し
て

い
た
肥
育
が
二
八
カ
月
程
度
で
済
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

牛
舎
は
実
に
き
れ
い
に
手
入
れ
が

な
さ
れ
、
特
有
の
匂
い
が
感
じ
ら
れ

な
い
。

「
畜
産
業
に
対
す
る
既
成
概
念
を

覆
せ
れ
ば
若
い
世
代
が
働
い
て
く
れ

る
か
も
し
れ
な
い
、
と
の
思
い
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
実
際
、
研
修
生
を
含

め
て
二
〇
代
の
女
性
が
二
名
働
い
て

い
ま
す
。
小
学
生
の
見
学
も
あ
り
、

う
ち
の
牛
舎
を
体
験
し
て
も
ら
え
ば

「畜産のスマート化により、労働負荷が軽くなるメ
リットは大きいですが、それと同じくらい大切だと
感じるのは、牛たちと接する時間を確保できるこ
とです」と、大進農場の進藤俊之介氏は語る。

各200頭の牛を飼育する2棟の牛舎は、牛
にとっても働く人にとっても快適なゆとりあ
る造り。スマート化に加え、風が吹き抜ける
構造により空気が自然に循環する。

約200メートルの浅瀬が続く鵜
う

ノ崎
さきかいがん

海岸は、穏やか
な天気の時に海面が鏡のように空を映し出すことか
ら、秋田のウユニ塩湖とも呼ばれる。
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が
か
か
る
。

「
よ
り
収
益
が
上
が
る
繁
殖
か
ら
の

一
貫
飼
育
も
、
先
々
に
向
け
て
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
気
軽
に
秋
田

牛
を
味
わ
え
る
直
営
の
飲
食
店
を
営

む
構
想
も
あ
り
、
実
現
で
き
れ
ば
牛

の
頭
数
を
増
や
せ
る
上
、
雇
用
の
場

も
広
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

地
域
に�

熱
気
を
も
た
ら
す�

ロ
ッ
ク
の
ス
テ
ー
ジ

音
楽
業
界
に
男
鹿
の
名
を
広
め
た 

男
鹿
ナ
マ
ハ
ゲ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
男
鹿
フ
ェ

ス
）
も
興
味
深

い
取
り
組
み

だ
。
例
年
七
月

に
二
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
、

今
年
は
延
べ
約

一
万
一
〇
〇
〇

人
を
動
員
。
そ

の
約
四
割
を
、

県
外
か
ら
の
来

場
者
が
占
め
る
。

地
元
で
帽
子

製
造
の
会
社
を

経
営
す
る
か
た
わ
ら
、
イ

ベ
ン
ト
を
先
導
し
て
き
た

実
行
委
員
長
の
菅
原
圭よ

し

位み

氏
は
、
県
内
の
会
社
勤
務

の
後
に
渡
米
。
そ
こ
で
培

わ
れ
た
音
楽
関
係
者
と
の

縁
が
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
の

開
催
に
つ
な
が
っ
た
と
話

す
。帰

国
か
ら
数
年
を
経
た

後
、
菅
原
氏
は
若
手
経
営
者
の
集
ま

り
で
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
の
企
画
を
提

案
。
約
三
〇
名
の
賛
同
者
と
共
に
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
二
〇
〇
七

年
に
は
男
鹿
市
民
文
化
会
館
で
小
規

模
の
ラ
イ
ブ
を
開
催
す
る
。

「
実
行
委
員
と
い
っ
て
も
皆
、
音

楽
業
界
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
は
疎

く
、
ま
ず
は
小
さ
く
始
め
ま
し
た
。

初
回
は
赤
字
で
し
た
が
、
約
四
〇
〇

人
が
来
場
し
た
ス
テ
ー
ジ
の
熱
気

に
、
実
行
委
員
自
身
が
感
動
し
て
心

に
火
が
付
い
た
ん
で
す
」

そ
の
後
も
菅
原
氏
を
含
む
メ
ン

バ
ー
の
持
ち
出
し
が
続
く
な
ど
、
財

政
的
に
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
た

が
、
二
〇
一
〇
年
に
男
鹿
総
合
運
動

公
園
野
球
場
で
本
格
的
な
野
外
フ
ェ

ス
を
開
催
。
翌
年
か
ら
は
男
鹿
市
・

船
川
港
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
場
所
を

移
し
て
現
在
に
至
る
。

「
男
鹿
フ
ェ
ス
を
始
め
た
当
初
は
、

地
元
の
関
心
は
薄
か
っ
た
も
の
の
、

二
日
間
開
催
に
な
っ
た
二
〇
一
四
年

以
降
、
来
場
者
に
よ
る
宿
泊
や
飲
食

な
ど
経
済
効
果
が
見
え
る
よ
う
に
な

り
風
向
き
が
変
わ
り
ま
し
た
。
孫
が

こ
の
た
め
に
帰
省
す
る
、
県
外
に

散
っ
た
仲
間
が
毎
年
集
ま
る
と
い
う

声
も
聞
き
ま
す
」

最
近
で
は
認
知
度
が
高
ま
り
、
大

物
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も
男
鹿
を
訪
れ

る
。
学
生
も
多
い
運
営
ス
タ
ッ
フ
の

中
に
は
、
男
鹿
フ
ェ
ス
へ
の
思
い
入

れ
が
深
く
、
運
営
に
携
わ
り
続
け
た

い
と
、
地
元
で
の
就
職
を
選
ぶ
者
も

出
て
き
た
。

「
市
内
の
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
の

数
が
十
分
で
な
い
こ
と
や
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
の
育
成
な
ど
課
題
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
毎
年
開
催

す
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
に
育
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

男
鹿
フ
ェ
ス
の
開
催
は
目
的
で
は
な

く
、
実
際
に
は
手
段
な
ん
で
す
。
よ

り
多
く
の
人
に
男
鹿
に
残
っ
て
ほ
し

い
、
あ
る
い
は
地
元
に
戻
っ
て
き
て

ほ
し
い
と
い
う
地
域
活
性
化
が
裏
の

テ
ー
マ
。
楽
し
い
話
題
を
提
供
で
き

れ
ば
、
何
か
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
と

考
え
て
い
ま
す
」

イベントの際には、市役所職員もボランティアスタッ
フとして協力。なまはげと和太鼓を組み合わせた
郷土芸能なまはげ太鼓もステージを盛り上げる。

（写真提供：OGA NAMAHAGE ROCK FESTIVAL
実行委員会）

男鹿半島最北端、北緯40度線上にある
入道崎は日本の夕陽百選にも選ばれた
景勝地。突端に立つ入

にゅうどうさきとうだい

道埼灯台は国内
に16基ある「のぼれる灯台」の一つ。

「ともにイベントに関わることで、地元での個人
的な交流はもちろん経済活動の連携も広がる。
それは昔からある祭りの姿や力だと感じていま
す」と話す、男鹿ナマハゲロックフェスティバ
ル実行委員長の菅原圭位氏。
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ま
ち
の
景
色
を�

塗
り
替
え
る
移
住
者
に�

よ
る
起
業
の
数
々

県
外
か
ら
の
移
住
者
な
が
ら
、
男

鹿
で
広
く
新
規
事
業
を
展
開
す
る
、

稲
と
ア
ガ
ベ
社
長
の
岡
住
修
兵
氏
の

活
動
も
耳
目
を
集
め
る
。
福
岡
県
出

身
の
岡
住
氏
は
、
学
生
時
代
に
魅
了

さ
れ
た
日
本
酒
を
醸
す
秋
田
県
内
の

酒
蔵
で
研
さ
ん
を
積
み
、
そ
の
後
、

縁
あ
っ
て
二
〇
二
一
年
に
男
鹿
で
ク

ラ
フ
ト
サ
ケ
（
日
本
酒
の
製
造
技
術

を
ベ
ー
ス
に
副
原
料
を
加
え
て
一
緒

に
発
酵
さ
せ
た
酒
）
の
醸
造
所
を
設

立
し
た
。
シ
ョ
ッ
プ
を
併
設
し
た
レ

ス
ト
ラ
ン
、
酒
か
す
を
活
用
す
る
食

品
加
工
場
及
び
併
設
雑
貨
店
、
有
名

ラ
ー
メ
ン
チ
ェ
ー
ン
と
連
携
し
た

ラ
ー
メ
ン
店
、
二
軒
の
宿
泊
施
設
な

ど
、
三
年
半
で
八
件
の
事
業
を
立
ち

上
げ
た
岡
住
氏
は
、
男
鹿
に
つ
い
て

こ
う
語
る
。

「
外
か
ら
来
て
何
か
を
見
い
だ
し

た
僕
た
ち
を
、
行
政
を
含
め
た
地
元

の
人
た
ち
は
足
を
引
っ
張
る
こ
と
な

く
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。
危
機
感
、

あ
る
い
は
一
帯
の
気
質
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
こ
の
ま
ち
の

良
さ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

現
在
、
従
業
員
は
若
手
の
移
住
者

を
含
め
た
約
三
〇
名
で
、
パ
ー
ト
や

ア
ル
バ
イ
ト
も
増
え
て
い
る
。
酒
の

原
料
で
あ
る
無
農
薬
・
無
肥
料
の
自

然
栽
培
米
は
、
自
社
田
で
の
栽
培
に

加
え
、
地
元
の
農
家
に
も
頼
る
。

事
業
展
開
は
多
角

的
で
あ
っ
て
も
要

が
酒
造
り
な
の
は

変
わ
り
な
く
、
現

在
、
日
本
酒
の
醸

造
免
許
を
新
規
取

得
で
き
る
特
区
の

提
案
を
市
役
所
と

連
携
し
て
進
め
て

い
る
。
そ
こ
に
は

起
業
家
と
し
て
の

大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン

が
あ
る
。

「
ビ
ー
ル
や
ワ

イ
ン
と
は
異
な
り
、
現
行
法
で
は
日

本
酒
の
醸
造
を
あ
ら
た
に
手
掛
け
る

の
は
難
し
く
、
ゆ
え
に
ク
ラ
フ
ト
サ

ケ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
男
鹿
市
が
特

区
に
認
定
さ
れ
れ
ば
、
日
本
酒
造
り

の
夢
を
持
つ
若
い
世
代
が
集
ま
る
で

し
ょ
う
し
、
僕
は
酒
造
り
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
資
金
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

る
。
新
興
の
酒
蔵
が
集
ま
る
ま
ち
な

ん
て
世
界
中
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん

し
、
あ
ら
た
に
生
み
出
さ
れ
た
日
本

酒
が
ま
ち
の
文
化
に
な
る
未
来
を
想

像
し
て
い
ま
す
」

大
手
企
業
か
ら
の
出
向
や
連
携
な

ど
、
岡
住
氏
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
さ
ら
な

る
展
望
が
見
込
ま
れ
る
。

「
男
鹿
の
よ
う
に
人
口
減
少
が
続

く
地
域
で
の
起
業
は
難
し
い
も
の

の
、
不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
楽
し
く
、
若
手
の
移

住
者
な
ど
多
様
な
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
く
る
の
も
、
そ
こ
に
ワ
ク
ワ
ク
感

が
あ
る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

起
業
当
初
か
ら
見
据
え
て
い
た
こ
と

で
す
が
、
僕
た
ち
の
取
り
組
み
を
礎

に
、
次
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
生
ま
れ
て

「以前とは変わり、東京よりも地方の方が面白いことが起きている。今は
過渡期かもしれませんが、5年後、10年後には、その流れが当たり前に
なるような気がしています」と、稲とアガベの岡住修兵氏は未来を語る。

船川港の旧港湾労働者宿舎をリノベーショ
ンしたホテルかぜまちみなと。駅前再開発
の一環で稲とアガベが手掛ける。

上／クラフトサケの醸造所を含む社屋
は、旧男鹿駅の駅舎を再活用。
下／社名のアガベは、テキーラの原料。
このほかホップやブドウなど、多様な
副原料がクラフトサケの個性になる。
ショップでは、各種試飲も可能。

三
〇
〇
〇
年
前
の
火
山
活
動
と
風
雨
の
侵
食
に
よ

り
形
造
ら
れ
た
、潮し

お
せ
ざ
き

瀬
崎
の「
ゴ
ジ
ラ
岩
」は
夕
日

の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
。
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ん
離
れ
た
人
た
ち
に
も
呼
び
か
け
る
。

「
首
都
圏
の
男
鹿
出
身
者
の
集
ま

り
で
は
最
近
、
こ
う
話
し
て
い
ま

い
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。
人
口

減
少
に
苦
し
ん
で
き
た
男
鹿
の
人
に

と
っ
て
は
、
生
ま
れ
た
頃
よ
り
も
ま

ち
に
店
が
増
え
て
い
る
。
あ
ら
た
な

時
代
の
価
値
軸
が
こ
こ
で
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
、
僕
自
身
が
誰
よ

り
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
」

な
ま
は
げ
の�

神
事
の
継
承
の
た
め
に�

そ
の
精
神
を
も
語
り
継
ぐ

稲
と
ア
ガ
ベ
だ
け
で
な
く
、
ま
ち

に
は
新
規
店
舗
が
少
し
ず
つ
増
え
、

市
が
誘
致
や
支
援
に
尽
力
し
た
こ
と

に
よ
り
新
規
開
業
の
宿
泊
施
設
も
複

数
誕
生
し
て
い
る
。

移
住
が
見
込
ま
れ
る
子
育
て
世
代

へ
の
施
策
に
お
い
て
は
、
市
は
各
種

補
助
金
を
整
え
、
船
越
こ
ど
も
園
を

新
設
。
二
五
〇
名
を
収
容
し
、
保
育

と
教
育
の
双
方
の
役
割
を
担
う
。
ま

ち
の
様
相
は
確
実
に
変
わ
り
つ
つ
あ

る
と
、
菅
原
市
長
は
話
す
。

一
方
で
観
光
の
彩
り
と
し
て
至
る

所
で
姿
が
見
ら
れ
る
な
ま
は
げ
は
、

少
子
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り

神
事
の
継
承
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
今
回
の
取
材
で
出
会
っ

た
方
々
は
、
小
さ
い
頃
の
な
ま
は
げ

の
思
い
出
を
語
り
、
男
鹿
特
有
の
神

事
を
誇
り
に
思
い
、
伝
統
を
守
る
た

め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
積
極
的
に

行
事
に
関
わ
る
。

市
で
は
職
員
や
小
中
学
生
に
向

け
、
働
き
方
・
生
き
方
の
指
南
と
な

る
な
ま
は
げ
の
里
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
を

打
ち
出
し
た
。
職
員
に
は
利
他
の
精

神
、
子
ど
も
た
ち
に
は
誰
か
の
た
め

に
と
い
う
文
言
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

「
世
間
一
般
に
は
恐
ろ
し
い
鬼
だ

と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
な

ま
は
げ
は
、
人
々
の
怠
け
心
を
戒
め

つ
つ
も
、
訪
れ
た
家
に
無
病
息
災
と

五
穀
豊
穣
を
も
た
ら
す
来
訪
神
で

す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
実
り
を
見

守
り
な
が
ら
、
道
徳
に
反
す
る
こ
と

は
正
し
て
く
れ
る
存
在
。
す
な
わ

ち
、
利
他
の
精
神
を
持
っ
て
い
ま

す
。
世
界
中
で
利
己
主
義
が
ま
ん
延

す
る
今
こ
そ
、
幼
い
頃
に
な
ま
は
げ

に
教
え
ら
れ
た
人
と
し
て
の
正
し
い

生
き
方
を
語
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
」

そ
う
話
す
菅
原
市
長
は
、
地
域
の

素
晴
ら
し
さ
を
よ
り
強
く
住
民
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
。
さ
ら
に
は
、
男
鹿
を
い
っ
た

す
。『
昔
は
な
か
っ
た
就
職
の
場
が

今
の
男
鹿
に
は
あ
る
と
、
お
子
さ
ん

や
お
孫
さ
ん
に
伝
え
て
ほ
し
い
。
で

き
れ
ば
あ
な
た
方
も
故
郷
に
戻
り
、

生
涯
現
役
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
』」

利
他
の
精
神
を
育
み
、
危
機
感

を
も
っ
て
行
動
し
始
め
た
男
鹿
の

人
々
。
そ
の
行
動
が
共
感
を
呼
び
、

ま
ち
に
吹
く
向
か
い
風
に
立
ち
向
か

う
。
こ
の
地
に
あ
ら
た
な
風
を
吹
か

せ
る
次
世
代
が
、
来
訪
神
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

地理学者の志賀重
しげ

昂
たか

が絶賛した寒風山からの景観。グランドキャニオンやフィ
ヨルドと並ぶ世界三景とされる。

多
く
の
人
が
思
い
浮
か
べ
る
な
ま
は
げ
面
は
二
代

目
石
川
千せ
ん
し
ゅ
う秋
氏
の
作
品
が
礎
と
な
っ
て
い
る
。
木

の
素
材
感
を
生
む
あ
ら
た
な
技
法
を
生
み
出
し
た

石
川
氏
の
も
と
で
、現
在
は
若
い
世
代
の
二
名
の
弟

子
が
修
業
中
。
な
ま
は
げ
館
で
そ
の
面
作
り
の
実

演
が
見
ら
れ
る
。


